
廃棄物を削減する取り組み
企業活動から発生する廃棄物をできるだけ削減するには、廃棄物の発生場所や原因、種類などを正確に調べることが必要です。また、再生資
源としてリサイクルするためには、適正な分別と保管が大切です。ユニーでは全店舗に廃棄物計量システムを導入し、直営売り場だけではなく
専門店や共有部分から排出される廃棄物を、排出場所・種類別に計量しています。この活動により、廃棄物の発生抑制やリサイクル化を推進し
ています。家庭に持ち帰るとゴミになる容器包装をできるだけ削減、さらに使用済み容器包装を店頭回収して再生利用しています。使い終わっ
た製品のリサイクル回収にも取り組んでいます。

｜循環型社会｜ 環境にイイこと、
プラス。

エコ・ファーストの約束
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廃棄物を削減する取り組み

廃 棄 物 分 別を徹 底 するた め に

リサイクルセンター

リサイクル工場

ユニー店舗

店の中での販売活動や商品加工・サービスから発生する
廃棄物を、リサイクル資源にする取り組みをしています。
1.発泡スチロールの再資源化　2.食品廃棄物の再資源化
3.段ボールは100％リサイクル　  4.OA紙の再資源化

牛乳パック（再生紙の原料）や食品トレイ（再生プラスチッ
クの原料）、アルミ缶（再生アルミの原料）は、各店舗にリ
サイクルボックスを設置し、ゴミの再生利用にお客様と一
緒に取り組んでいます。

物流センター

牛乳
パック トレイ アルミ缶 ペット

ボトル レジ袋

「ユニーのゴミ図鑑」と教育用DVD バックヤードの分別箱
「ゴミステーション」

家庭からの使用済み
天ぷら油の回収

家庭からの小型
家電の回収

　ユニーの廃棄物分別計量は、店
舗の直営部だけではなく、入店され
ているコンセッショナリーやテナント、
お客様用ゴミ箱など共有部分での廃
棄物など、あらゆる廃棄物で行ってい
ます。正確に分別計量してもらうため
に、関連している全ての人 を々教育
しています。

オリコンをリユース

段ボール箱による納品 発泡スチロール容器による納品 通い箱（オリコン）による納品

販 売

ユニーで発生するゴミ お客様が持ち帰るゴミ

再生エネルギー

●家電リサイクル
●小型家電リサイクル
●衣料品回収
　（ビジネスウェア、ス

ニーカー、肌着、水着）
●家庭用品回収
●書籍、ゲーム、DVD
●家庭の廃食用油

再生製品

使い終わった製品の回収

お客様とともに回収

商品搬入時に商品を入れてきた段ボール箱や発泡スチロールの容器を
使い捨てから通い箱（オリコン）にすることによって、廃棄物の発生を抑制しています。

ユニーに入ってくるゴミ

リサイクル工場
古紙業者にて
リサイクル

段ボール

段ボール箱
100％回収

リサイクル工場にて
リサイクル

フラワーポット
ベンチ原料

発泡スチロール
容器

リサイクル処理

再生工場

生ゴミ

トイレット
ペーパー

フラワーポット
ベンチ原料

アルミ缶
再生アルミ製品

回収後、自動車内装
材やプラスチックの原
料としてリサイクル。
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　ユニーでは2003年度から順次店舗に廃棄物計量器を設置し、店舗から排出される全ての廃棄物を排出場所ごとに分別計量しています。排
出場所（売り場、専門店、その他）ごとに管理することで排出責任を明確にし、廃棄物の発生要因を追求し発生抑制に努めています。排出された
廃棄物は分別を徹底することで再生資源としての価値が上がり、リサイクルが進みます。
　2014年度の廃棄物排出量は2013年度対比98.5%で1.5%削減しました。廃棄物の約半分を占める段ボールを、折り畳み式コンテナ（オリコ
ン）や荷造り用わく箱（クレート）を使用することによって削減しました。また、今まで発泡スチロールで納品されていた商品もクレートを使用す
ることで発泡スチロールも削減されました。食品ゴミでは店舗の惣菜売り場の揚げ物をヘルシーな蒸し物にした結果、廃食用油が削減され、ビ
ニール（衣住系）は納品時の不要な梱包を減らすことによってお店から発生するゴミを削減し、全体として1.5%廃棄物を削減しました。
　今後は廃棄商品に伴う生ゴミや、容器包装を削減するだけでなく、容器包装自体を簡素化したり軽量化することによって廃棄物の量をお店
だけでなく、家庭からも減らしていきたいと思います。廃棄物の発生抑制と削減、分別の意識がユニーの直営従業員だけでなく、専門店様の意
識も向上してきました。今一度従業員教育を行い、廃棄物の発生抑制と削減、正しい分別によって再生資源としてリサイクルを進めていきます。

2.08%1.02%

シールを発行します。同時にデータは事務所
の端末に記録、集計され、本社の端末に送
信されます。テナントや売場には毎月集計さ
れた結果が告知されます。

計量した廃棄物は、それぞれ温度管
理された廃棄物庫で保管されます。
腐敗しやすい食品廃棄物などは冷蔵
保管されます。

廃棄物は排出場所・分別ごとにバー
コードで管理し、計量器に載せ、重量
を計ります。

売り場では廃棄物を種類ごとに別々
の容器に分けて入れます。混ぜてし
まうとリサイクルできないので、容器
に入れる時にきちんと分別します。
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ユニーで発生するゴミ

廃棄物削減のための取り組み

廃棄物計量システム
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